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このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいたださ、まこと 
にありびとうございます。ご使用の前にこの「取扱説明書」をよく 
お読みの上、『安全上のご注意』に従い正しくお使いください。 
またお読みになった後は大切に保管してください。 
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このよラな絵表示は、ミ主意（警告を含む）しなければな 
らない内容です。 


このよラな絵表示は、禁止（やってはいけないこと）の 
内容です。 


このよラな絵表示は、必ず行っていただ< 強制の内容です。 


ち全上のご注意 


安全に正しくお使いいただくために、必ずお守りくださし、。 

♦ご使用の前にこの「安全上のご注意」と「取扱説明書」をよく 
お読みの上、正しくお使いください。 

参お読みになった樹ま、いつでも見られる所に保管してください。 

この安全上のご注意、取扱説明書および製品への表示は、製品を 
安全に正し <お使いいたださ、あなたや他の人々への危害や財 
産への損害を未然に防止するため、いろいろな絵表示をしてい 
ます。その表示と意味は次のようになっています。 


この表示の欄は「人び死 t または重傷を負 
う可能性び想定される内容」を示しています。 


この表示の欄ま「人び軽傷を負う可能性び 
想定される内容および物的損害のみの発生 
び想定される内容」を示しています。 


A 警告 
ノを意 


絵記号の例 


A0© 


お使いになる前に 
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A 警告 


異常があったときは、 AC アダプターのプラグを巧く 
♦内部に金属や水などの液体が入ったとき 
♦落下などで本体(外装ケース)び破損したとき 
参煙や異臭、異音び出たとさ 

♦AC アダプターのコードや プラグび破損•変形しているとき 
参本体に触れビリビリと電気を感じるとき 
参手で触れ5れないほど熱いとき 

- そのまま使うと、乂災、感電の原因となります。 

販売店にご相談ください。 


0 本機の上に植木鉢、液体入りの容器や小さな金属物を置かない 

-こぼれたり、中に入ったとさ、火災、感電の原因となります。 


導) 


0 


0 


風呂場やシャワー室では使用しない 

-乂災•感電の原因となります。 


付属切がの AC アダプター、巧電器は使わない 

-機器本来の性能び出ないことや、電流容量不足による発熱 
から乂災•感電の原因となることびあります。 


この機器は、日本国内のみで使用する 

-曰本国似外の地域では使用でさません。 


0 自輯車、才ートバイ、または自動車などの運転中には絶対に使用 
しない 

-運転中に使用すると、交通事故の原因になります。 


0 踏切や駅のホーム、車道、工事現場など、を険な場所では使用し 
ない 

-周囲の音び聞こえず、不慮の事故の原因となります。 












A ミ主意 


0 AC アダプターや巧電器は、巧や布団で覆ったり包んだり、ホッ 
トカーペットなどの上やコタツ①中で使用しない 

-熱びこもり、ケースび変形し、乂災の原因となります。 

-風通しの良い状態で使用してください。 


0 通電中の AC アダプターに長時間皮膚を触れさせない 

-低温やけどの原因となることびあります。 


0 油煙や湯気の当たるところ、湿気やほこりのをい場所に置かない 

-電気び油分や水分、ほこりに伝わり、乂災や感電の原因とな 
ることびあります。 


〇 電源を入れる前には音量をルさ<する 

■突然大さな音び出て聴力障害などの原因となることびあり 
ます。 


0 


AC アダプターのコード•プラグは破損するようなことをしない 
(傷つける、加工ずる、無埋に曲ずる、熱器具に近づける、加熱ず 
る、ねじる、弓鴨る、束ねる、重い物を載せるなど） 

-傷んだままの使用は、乂災•感電の原因となることびあります。 

- AC アダプターのコード•プラグの修理は、販売店にご相談<だ 


さい。 


0 AC アダプター本体にコードをグルグル巻き付けて使用しない 

-異常発熱により火災•感電の原因となることびあります。 


0 本機、 AC アダプターを乱暴に扱わない 

-落としたり、強い衝撃を与えると、機器び壊れ、けびや乂災 • 
感電の原因となることびあります。 











〇 AC アダプターのプラグは根元まで確実に差し込む 

-差し込みび不完全ですと感電や発熱により乂災の原因とな 
ることびあります。 

-傷んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでくださし、。 


0 AC アダプターのプラグをコンセントか5巧くときは、 AC アダプ 
ターのコードを引張らない 

- コードび傷つさ、义災•感電の原因となることびあります。 

-必ずプラグを持って抜いて<ださい。 


O AC アダプターのプラグのほこりなどは定期的にとる 

-プラグの刃や刃の付近にほこりや金属物び付着していると、 
火災や感電の原因となることびあります。 

-定期的に AC アダプターのプラグを抜さ、乾いた巧などで拭 
いてください。 


旅行などで長期間ご使用にな5ないときは、必ず AC アダプター 
をコンセントから巧く 

>4^ -火災の原因となることびあります。 


〇 他の機器との接続は指定のコードを使用する 

-テレビ、才ーデイオ機器などに接続する場合は、各機器の取 
扱説明書をよ < 読み、電源を切り、説明に従って接続して < だ 
さい。 


0 異常に温度び高くなるところに置かない 

-外装ケースや内部部品び劣化するほか、乂災の原因となる 
ことびあります。 

-窓を閉め切った自動車の中や直射曰光び当たる場所、ストー 
ブの近くでは特にご注意ください。 


0 AC アダプターを接続したままで移動しない 

-接続した状態で移動させようとすると、〕ードび傷つ志乂災 • 
感電の原因となることびあります。 

また、コードに弓 I つかかってけびの原因となることびあります。 


0 使用するときは、音量を上げすざない 

-ちを刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聞くと、聴力 
び大きく損なわれる原因となります。 












o 

0 


肌に直接触れる部分に異常を感じたら使用を中止する 

-そのまま使用するとかぶれや炎症などの原因となることび 
あ0ます。 

-医師にごネ目談ください。 

イヤホンチップ、クリップ、電池ぶた、電池など小さい部品は幼児 
の手の届くところに置かない 

-万一飲み込んだ場合はただちに医師にご相談<ださい。 




本機にかを入れたり、め5さない 

-火災•感電の原因となることびあります。 

-雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にごを意<ださい C 




めれた手で、 AC アダプターのプラグの巧き差しはしない 

-感電の原因となることびあります。 


0 

〇 


分解•改造しない 

-内部には電圧の高い部分びあり、义災•感電の原因となる 
ことびあります。 

-内部の点検 • 整備•修理は、販売店にご依頼 < ださい。 

お手入れは AC アダプターをコンセントか5巧いて行う 

-感電の原因となることびあります。 


€ 


充電終了後は、 AC アダプターをコンセントか5巧く 

-そのままにしておくと、発熱、発乂、乂災の原因となることび 
あ0ます。 


0 


ピーピー音がするときは、使用しない。 

-そのままご使用になりますと、耳を傷めることびあります。音 
量を下げてお使いください。 



お使いになる前に 













電池についての安全上のご注意 


電池は使用形態や使用環境、保を状態などによって、液漏れ • 
破裂•発熱•発乂などで、けびや機器故障の原因となることび 
ありますので、下記の注意事項を必ずお守りください。 


本機では下の電池をお使いいただけます。電池の種類については、電池本体 
上の表示をご確認 < ださい。 


種類 

本機での充電 

使用 

充電池 

単4付属の専用ニッケル水素電池 

〇 

〇 

単4市販ニッケル水素電池 

X 

〇 

乾電池 

単4アルカ U 乾電池 

X 

〇 

単4マンガン乾電池 

X 

〇 


巧電池について 


を険 


♦電池の液び目に入らないよう十分ま意する。 

万一目に入ったとさは失明などのおそれびありますので、目をこすらず 
水道水などのされいな水で十分洗い、ただちに医師の治療を受けて く 
ださい。 

♦充電は付属の充電器を使用する。 

♦機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

•付属の電池は本機むかで使用しない。 

♦义の中に投入したり、加熱、分解、改造などしたり、シヨ-卜させたりしなし、。 
参電池に直接はんだ付けしない。 

♦電池を変おさせたり、 (+) 端子部にあるガス巧き構造の穴をふさびなし、。 
♦釘をさす、 A ンマーで DP く、段げつけるなどして強い衝撃を与えない。 
♦义のそばや直射日光の当たるところ•炎天下の車中など、高温の場所 
で使用•保管•放置しない。 


A 警告 


•電池を水などでめ！5さない。 

•電池は、乳幼児の手の届かないところに置く。 

参コイン、キー、ネックレスなどの貴金属と一緒に携帯•保管しなし、。 



















♦筒型電池の外装ビニールチューブや電池パックのケースなど、はがし 
たり、解体したりしない。 

♦巧電が所定時間を超えても完了しないときは、巧電をやめる。 

参電子レンジや高圧容器に入れない。 

♦電池の使用、巧電、保管時に臭苗を感じた5使用しない。 

異臭、発熱、変色、変形、その他今までと異なることは、発熱、破裂、発 
火のおそれびあります。 

♦電池が漏液したり異臭びずるときは、ただちに义気から違ざける。 

電解液に引火し、破裂、発火のおそれびあります。 

♦ご使用済みの電池は一般家庭ごみとして妻てないで、最寄りの ru ヴ 
イクル協力店」にご持参いただくか、設置してある「ル形充電式電池 U 
サイクル BOX 」 に入れてください。 


ん注意 


参電池の巧電や放電中に、可燃物を載せたり、覆ったりしない。 

参電池は所定の巧電時間む上充電しない。 

♦電池の使用後は機器のスイッチを切る。 

♦電池を使用しないとを、長期間機器を使用しないときは、電池を取り 
出してお<。 

♦電池を廃棄ずる際、リード線や金属端子び露出しているものは、ビニー 
ル テープな どで絶縁する。 

♦電池をはじめて使用する際、さびや異臭、発熱、その他異常と思われ 
たときは使用しない。 



鎮 

Ni-MH 



お願い 

使用済み充電式電池は貴重な資源です。端子(金属部分) 
にテープを貼るなどの処理をして、充電式電池 U サイクル 
協力店にご持参ください。 

充電式電池の回収‘1」サイクルおよび U サイクル協力店 
につし^ては、 

社団法人電池工業会ホームページ 
http // www . baj . or . jp / を参照してください。 









乾電池について 


^\剧ミ 


参電池の液が目に入らないように十分注意する。 

万一目に入ったとさは失明などのおそれびありますので、目をこすらず 
水道水などのされいな水で十分洗い、ただちに医師の治療を受けてく 
ださい。 


A 警告 


参電池は、乳幼児の手の届かないところに置く。 

電池を飲み込んだ場合は、すぐ医師に相談してください。 

♦電池の液に直接触れない。 

万一皮膚やあ服に付着した場合、傷害を起こす原因となることびあり 
ますので、すぐにされいな水で洗い流してください。 

また、万一電池の液をなめてしまったとさは、すぐにラびいをして医師 
に相談してください。 

♦機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

参充電しない。 

♦シヨート、加熱、分解、义に入れるなどしない。 

♦コイン、キー、ネックレスなどの貴金属と一緒に携帯•保管しない。 
♦使い切った電池や長期間機器を使用しないときはすぐに電池を取り外を 


A 注意 


♦外装のビニールチューブをはがしたり傷つけたりしない。 

参落下させたり、投げつけたりして強い衝撃を与えない。 

♦変おさせない。 

参電池に直接はんだ付けしない。 

♦义のそばや直射日光の当たるところ•炎天下の車中など、高温の場所 
で使用•保営•放置しなし、 

♦電池を保管する場合および廃棄ずる場合は、テープなどで絶縁する。 
♦電池を水などでめらさない。 

参指定された電池を使用する。 

♦不要になった電池を破棄する場合は、各地方自治体の条例に従って処 
理してください。 








=- 主な特長 = 

日常の会話、お部屋でのテレビ鑑賞などでの音声聞き取り 

にお使いいただけます。 

また講演会•会議など、離れた音声の聞き取りや、劇場•ス 

タジアムなどの臨場感ある音声の聞き取りなど、いろいろ 

な使い方びでさます。 

参両耳で聞くステレオち式ですので、自然な聞こえび得 
られます。 

参モードボタンを押すことで、使用する場面に合わせた音 
声に変えられます。 

参本機を使用したまま通話びでさます。 

参マイク□ホンは本体と別になっていますので、不快な 
衣擦れ音びありません。 

参ダイナミック型のイヤホンを採用していますので、自 
然な音質び得られます。 

参 ALC (自動音量調整回路）の採用により、突然の大さな 
音から耳を保護します。 

参外部入力端子の採用により、音楽プレーヤーなどを 
接続して音楽などを聞さなびら周囲の音び聞さ取れ 
ます。 

•付属の充電器に本体を置くだけで簡単に充電でさます。 

※本製品は難聴の方の聞こえの改善を目的とした 
製品（補聴器）ではありません。 


お使いになる前に 
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= 製品の巧認- 


本機をお使いになる前にすベてそろっているかお確かめください。 




参ク1」ップ♦イヤホンチップ♦外部入力用 
XS ’ S . M 丄 X 各2個コード 
(シ IJ コンゴム） 



♦専用単4形♦充電器 
充電池 



♦AC アダプター♦収納ポーチ♦ストラップ 



♦取扱説明書♦簡単マニュアル♦保証書•ご相談窓□- •サポート 
体書） 修理窓□のご案内シート 





































=- 始めに = 

製品に同個されている充電池は自己放電により残量が少なく 
なっている場合があります。始めは充電してか5お使いください。 

降のページを参照の上ご使用ください。 


ち部のを称 




お使いになる前に 



































電ミせの入れ方 



5^?ホぃ電池はずしテープび電池の上に出るょラに入れてくださぃ。 


3.電池ぶたを閉じる。 

電池ぶたを取り付け3ムでつなびれている部分に差し込み閉じて < ださい。 

※ホい電池はずしテープは電池ぶたの中に入れてください。 

※電池ぶたと本体は取り付け 3' ムでつなびれています。 

強く引っ張るとゴムび電池ぶたから外れますび、手で取り付けられます。 


電池ぶた 



A 注意 


参電池や電池ぶたを誤って飲み込まない 
ように、ル巧の手の届かないところに 
保管してください。 

/-電池の使用時間の目安- -X 

付属充電池：約24時間姓 1) 
アルカ U 電池：約30時間姓 1) 
マンガン電池：約]已時間娃 1) 


性1 ) 周囲の温度や使用状測こより使用可能時間は異なる場合びあります。 






























電ミせのはずし方 


1. 電池ぶたを開ける。 

2. ホい電池はずしシートを引っ張 
ると電池ががれる。 


※ばね端テのため、電池び飛び出 
る場合びあります。 

を意してゆっくり弓 I つ張ってください。 



電她はずしテープ 


巧電の仕方 


はじめてお使いになるときは、必ず充電してください。 

1.巧電器の電源 (DC IN 己 3 V ) 入力端子に、付属の AC アダプタ- 
を接続し、 コンセントに差し込む。 

AC 100 V 

家庭用コンセントへ 


充電器 


AC アダプクー 


D Q 

1 

日日日日日 

因わ 

^ f - 
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2. 本体を充電器の上に置く。 

充電器に本体びはまり、 r カチッ」という挿入感びあるまでしっかり入れ 

て/だ- VI 、 



本体を入れると、充電器の電源スイッチび 
押されて充電器の電源び入ります。 
充電び正常に始まると充電ランプびホ< 
点打します。 


※本体の電源び入っている状態で充電す 
ると強制的に本体の電源び消えます。 
充電中はご使用いただけません。 


※正常に充電されていないと充電ランプ 
びホ < 点滅します。付属の専用充電池 
び本体に入って いるか ご確認ください。 


3. 充電ランプが消灯した5充電完了。 

本体を上側に持ち上げて取り外してください。 

※取り外すときは、イヤホンコードを引っ張らないでください。 

^ 付属の専用充電池での充電時間と使用時間の目ま-^ 

充電時間 ：最大3.已時間姓 1) 

使用可能時間：約24時間姓 2) 


(ま 1) 使いさった電池を満充電する場合の目安です。 

(を 2) 周囲の温度や使用状測こより使用可能時間は異なる場合びあります。 


A 注意 


♦付属の専用充電池のみ充電でさます。市販の充電池や乾電池は充電 
でさません。 

♦製品の仕様により、充電器の電源スイッチを操作することでランプび 
全て消えた状態となり、 AC アダプターをコンセントから抜いた状態と 
変わらなくなる場合びありますび、電源の供給は停止していません。製 
品を電源から完全に遮断するためには、 AC アダプターをコンセントか 
ら抜く必要びあります。充電器はコンセントのおくで、 AC アダプターに 
容易に手び届くよラに設置してください。 AC アダプターを長時間差し 
たままにすると、乂災の原因となることびあります。 







巧電時のご注意 

•充電器、本体の充電端テは時々乾いた布で拭いてください。 

参本機では付属の充電池！;(外は充電しないでください。 

♦充電池は化学反応を利用しています。周囲の温度の影響を受 
けやすいため、充電は0む〜40 ° C で行ってください。この温 
度範囲外で充電されると保護回路び働さ、充電時間び長くな 
ることびあります。 

参充電終了直後に再度充電する場合、充電時間び長くなることび 
あります。 

この現象は電池の温度び上昇し保護回路び働さ、充電のため 
の電流び流れな < なっているためですので異常ではありませ 
ん。本体を冷ますことにより再度通常の時間で充電びでさる 
よラになります。 

参ホットカーペットの上やス I -ーブの前面、直射日光の強いとこ 
ろ、炎天下の車内など、高温になる場所で充電しないでくださ 
し、充電器内蔵の温度保護機能により充電を停止することび 
あります。この場合は満充電になりません。 

参充電池は使用していない間を少しずつ放電します。使用せず 
に放置した電池は充電してからお使いください。 

•充電器をご使用にならないときは、 AC アダプターをコンセン 
卜から抜いてください。 

•必ず付属の AC アダプターをお使いください。 

参充電しても使用時間び短くなった場合は、充電池の寿命び考 
えられます。新しい充電池とお取り替えください。 

使用のアドバイス 

•外出時などで充電びでさない場合は、市販の単4形充電池、単 
4形乾電池でを本機をお使いいただけます。 

※ただし、市販の充電池は本機で充電でさません。 

また、乾電池は充電でさません。 



= イヤホンマイクの接続= 

イヤホンマイクのプラグをイヤホンマイクジャックに 
しっか0と差し込む。 

※「カチッ」とした挿入感があるまでしっかりと差し込んでください。 



A 注意 


参他のヘッドホンなどのプラグを挿さないでください。 

専用のイヤホンマイクでのみ使用でさます。 
♦電源を入れたが態でプラグを巧き差ししないでください。 


イヤホンチップのヴイズ調整 

この製品はあ5かじめ （ M ) サイズのイ 
ヤホンチップが装着されています。ヴ 
イズの合わない場合は ( XS )( S )( L ) 

のチップサイズに交換してください。 

※交換はチップ部分だけを引っ張れば簡単に外 
せます。装着は奥まで巧し込んでください。 










使い方 


1.音量つまみを" 2" に合わせる。 


肯重つまみ- 


2. イヤホンを耳に付ける。 

※イヤホン装着時、ち•左を確認して 
奥まで差し込んでください。 

※左ち両側を付けて<ださい。片方 
を外してご使用になりますと、ピー 
音り\ウ|」ング)び出やすくなります。 

3. 電源ボタンを押す。 

電源び入ると電源ランプび青色に点 

灯します。 

※電池の残量び少な < なっている場 
合は電源ランプび赤く点滅し、イ 
ヤホンからピピッという音び3回 
ずつ30秒ごとに出ます。 

充電するか、をしくは別の電池と 
交換してください。 

4 . 音量つまみを回して音量を調整する。 

数字を大さくすると、音量ち大さくな 

ります。 

※イヤホンマイク外側にあるマイク 
巧に手をかざすとピーといラ音(八 
ウ U ング)び出ることびあります。 

手を離すか、音量を下げて < ださい。 

已.使い終わった5、電源ボタンを押す。 

電源び切れて電源ランプび消なします。 


曰里 


大 

團 

ル 


左 （ L ) 





曰里 


大 


ル 


マイク穴 



使い方 








































場面に合わせて聞 < 

本機では使用する場所や聞さたいものに合わせた聴こえモードに 


通常モード（ランプ：青点な） 

曰常生活の中で使用するのに 
適しています。 

会話モード（ランプ：緑点な） 

会話や会議での使用に適して 
います。 

テレビモード（ランプ：ホ点巧） 

テレビの音や音楽を聴くのに 
適しています。 

電話モード（ランプ：緑点滅） 

通話中の使用に適しています。 
(21 ページ参照） 


モードランプび点巧し、色によって現在の状態を確認できます。 
※一度押しただけではモードは切り替わりません。 


通常モード： 

青点口 1 

会話モード： 

緑点な 

テレビモード: 

V 

赤点な 


-度押してから10秒間操作しないとモードランプは消なします。 

2モードランプ点灯中にもう一度モードボタンを押す。 

ランプ点灯中にボタンを押すとモードび順番に切り替わります。 


-^1 会話 モー ド] 今 

V. _ J 


テレビモード 


通常モード 


个 


変えられる機能びあります。 
G 各聴こえモードの特徴） 



け 


r 聴こえモ~ドを変える) 

1.モードボタンを押す。 


使い方 


場面にあったお好みのモードでご使用ください。 






















電話音声を聞 < 

本機を使用したまま通話するのに適した聴こえモードに変えられ 
る機能びあります。 

( 電話をする） 

1.受話器をマイク穴の周りに近づける。 

電話の音声び最ちよく聞こえる位置へ受話器を動かして探してください。 


※受話器をマイク穴に近づけるとさ、 

受話器は耳の下側にあてるような感 
覚になります。 

※受話器とマイクを近づけすざると 
ピー音りの U ング)び発生することび 
あります。その場合は、マイク穴から 
受話器を少し離してお使いください。 

※携帯電話でちお使いいただけます。 

2. モードボタンを2秒間!; Lb 長押しする。 

長巧し中にモードランプび緑色の早い点滅に変わった5、モードボタン 
から指を離してください。 

モードランプは早い点滅のあと、ゆっくりと点滅して電話モードに切り誓 
わったことび確認でさます。続けて通話してください。 

3. 電話を切った後、モードボタンを短 < 押す。 

電話モードからその前に選んでいたモードに戻ります。 

モードランプち前の色に戻りますので状態を確認でさます。 




使い方 
















外部入力の使い方 


外部入カジャック (02 .曰 mm ステレオミニジャック）に、付属の外 
部入力用コードで音楽プレーヤーなどを接続すると、周りの音を 
聞くと同時に音楽も聞けます。接続するとさは、接続する外部機 
器の取扱説明書をよくお読みください。 


A 注意 


♦接続する前には、外部機器の音量を小さ < して < ださ 
し、。突然大さな音び出て聴力障害などの原因となる 
ことびあ0ます。 



ク 3. 5 mm 
プラグ 


•¢3.5 mm の音声出力を持つ機器に接続できます。 

♦接続した外部機器の音量は、本機の音量つまみを回してち調整でさませ 
ん。外部機器の音量は、外部機器側で調整します。 

♦本機をラジオに近づけると、ラジオからノイズび出る場合びあります。そ 
の場合は本体とラジオを離してご使用ください。 


左ちのバランス調整 



ちが 左が 

^ルさくなる_ルさくなる J 


左ち音量ノ くランスつまみで左ちの音量 
ノ（ランスを調整することがでさます。 

♦つまみを反時計回りに回すと左の音量 
び小さ<な0、時計回りに回すとちの音 
量びルさくなります。 

•ち/左を表示しているラベルのホ白の境 
界線び、左ち均等な音量になる中む位置 
です。中む位置まで回すとつまみび一度 
引つかかります。 

《出荷阅ま左もの音量を中む I こ合わせています。 





































クリップを使 5 


付属のクリップをご使用になりますと胸ポケットなどに留めて使用 
することができます。クリップは取り外しできますのでしつかり固 
定して、本体を落とさないようにご注意ください。 

裏面 


クリップをがすとさ 


クリップの下側をつまみ、左に回す。 



参クリップを誤って飲み込まないよ 
うに、ル児の手の届かないところ 
に保管してください。 


クリップ 




使い方 
















































































首にかけて使う 

付属のストラップをご使用になりますと、本体を首からさげて使用 
することびでさます。胸ポケットなど、本体を入れる場所がない 
場合にご使用ください。 



ポーチにストラップをつける） 

付属の収納ポーチの中に本体を入 
れて、首から下げるときは、ポーチ 
にストラップのフックを通します。 



使い方 


収納ポーチ 


〇 
































イヤホンマイクの取り扱い 


本製品に付属のイヤホンを 
収納する場合に製品本体に 
巻きつけたりしないでください。 

コードブッシュ部に不'必要な力が加わると 
断線ずる可能性がありますので,巧扱いに 
はごを意下さい。 



イヤホンを強く引っ張ったり 
してコード部分に不必要な力 
を掛けないでください。 



イヤホンのコードは通常使用では十分な 
強さに設定されておりますが > 過度な力が 
化わったりしますと断線する原因となる 
場合があります。 

♦耳からイヤホンを外す際は、コードを弓 I っ張らずに本体を持って外してく 
ださい。イヤホンチップび外れる場合びあります。 

♦イヤホンチップびミちれた場合は本体から外し、うすめた中性洗剤で手洗 
いしてください。洗ミき後は、水気をよく拭いてからご使用ください。 

参イヤホンチップは長期の使用•保存により劣化するおそれびあります。 
劣化した場合は、お買い上げ店にこ相談ください。 

•イヤホンを使用中、肌に合わないと感じたときはただちにご使用を中 
止して < ださい。 

♦イヤホンマイクのプラグを抜さ差しするとさは、コードを弓 I っ張らずに必 
ずプラグを持って抜き差ししてください。 

参プラグ部分を巧れたままにしておくと音質び悪くなったり、音びとざれたり 
することびあります。時々柔らかし饰でから拭きし、清潔に保ってください。 

♦ミちれは、乾いた巧で拭さ取ってください。その際にスピーカーユニット部 
に息を吹きかけたりしなしでください。 

参イヤホンチップを誤って飲み込まないよラに、ル児の手の届かないとこ 
ろに保管してください。 


使い方 














困ったとさ 


こんなとさは 

確認してください 

音び出ない 
音がひずむ 

•電池のプラスとマイナスの向さを正しく入れる 
♦新しい電池に交換してみる 
♦イヤホンコードのプラグをしっかり接続する 
参音量つまみを数字の大さい方に回してみる 

ピーピ ー 
音がする 

♦イヤホンをさちんとちにつける 
♦音量つまみで音量を下げる 
参イヤホンチップのサイズを変える 

充電でをない 

参乾電池が入っている-* ■ 付属の充電池を入れる 
♦付属むかの巧電池が入っている一付属の充電池を入れる 
参充電池び劣化している^充電池を交換する 


使用上のご注意: 


お手入れの仕方 

【製品について】 

通常は、柔らかい巧でから拭さしてください。汚れびひどい場合は水 
で已〜日倍に薄めた中性洗剤に柔らかい巧を浸してよく絞った後、巧れ 
をおさ取り、その後乾いた巧でおいてください。 

アルコール、ベンジン、シンナー、殺虫剤などび付着すると印刷塗料 
などびはげることびありますのでごを意ください。 

また、化学ぞラさんなどをお使いの場合は化学ぞラさんなどに添付の 
注意事項をよ<お読み<ださい。 

【付属のイヤホンチップについて】 

イヤホンチップには、耳あかやゴミび詰まりやすいをのです。詰まる 
と音びルさくなったり、聞こえなくなるばかりか、イヤホンの故障の 
原因とをなります。時々外してめるま湯などで洗い、乾いた巧でされ 
いに拭いてください。 

また、イヤホンチップは消耗品ですので変色したり固くなったりします。 
このよラなとさは新しいをのと交換してください。 


その他 
















取り扱いについて 

♦製品を落としたり、ぶつけたりなどの強いショックを与えないで 
ください。故障の原因となります。 

参製品を分解や改造などしないでください。保証の対象にならな 
くなります。 


保管について 

参長期間ご使用にならない場合は、電池を取り外して保管してく 
ださい。 

♦次のような場所には保管しないでください。 

-窓を閉めさった自動車の中や、直射日光び当たる場所、および 
暖房器具の近 < など温度び非常に高いところ 
•ほこりの多いところ 
•振動の多いところ 
-風呂場など、湿気の多いところ 


異常や不具合が起きた!5 

万一異常や不具合び起さた場合は、すぐに電源を切り、お買い上げ 
店、またはパイオニア修理受付窓□にご相談ください。所在地、 
電話番号は別添の r ご相談窓 □ • 修理窓□のご案内」ちしくは「ヴ 
ポートシーりをご覧ください。 

また製品を使用中、肌に合わないと感じたとさはただちに使用を 
中止してください。 


その他 




= 巧証と アフター ヴー ヒス= 


保証書（別添） . 保証書は必ず「販売店名•購入日」などの記入 

を確かめて販売店から受け取り、内容をよ < 読 
んで大切に保管して < ださい。 

保証期間は購入曰か51年間です。 

当社は、この製品の補修用性能部品を製造巧 
ち切り後、最低6年間保有しています。性能部 
品とは、その製品の機能を維持するために必要 
な部品です。 


イ廖理に関する . お買い上げの販売店、または最寄りのパイオニ 

ご質問、ご相談は ア修理受付窓□をご利用ください。所在地、電 

話番号は別添の r ご柏談窓□•修理窓□のご案 
刚もしくは r ヴポートシーりをご覧ください。 

保証期間中は . 修理に際しましては、保証書をご提示ください。 

保証書に記載されている当社保証規定に基づ 
さ修理いたします。 

※電池(消耗品)交換は有償ヴ-ビスになります。 

保証期間が . 修理すれば使用できる製品につい口んご希望 

過ぎているときは により有料で修理いたします。 

連絡して . ご住所 • ご氏名 • 電話番号 • 製品名 • 型番 • ご購 

いたださたい内容 入曰 

•故障または異常の内容(できるだけ詳しく） 


その他 








仕様 


参最大出力音圧レベル . 112 d 目 SPL 

♦最大音響利得 . 42 d 目 

参電源 .DC1. 2 V (単4形ニッケル水素電池 XI ) 

※単4形乾電池ち使用可能 

参イヤホン部 . ダイナミック型 

•マイク部 . エレクトレットコンデンサー型 

垂外形寸法…40 mm (幅)X13.巳 mm (奥行) X73 mm 搞さ） 

参質量 . 23 g (電池含まず） 

•付属品〇クリップ 

〇イヤホンチップ XS’S’M’LX 各2個(シリコンゴム) 
〇外部入力用コード 
〇単4おニッケ j レ水素巧電池 X 1 本 
〇充電器 （AC アダプタ-使用充電時消費電力 2.7 W 

待機時消費電力 0.2 W) 

OAC アダプター 
〇収納ポーチ 

〇ストラップ（金属部：ニッケルメッキ加工 

またはニッケル合金） 

〇取扱説明書（本書） 

〇簡単マニュアル 
保話圭 

〇ご相談窓□•修理窓□のご案内 
〇ヴポートシート 


本機の仕様および外観は改良のため 
予告な く 変更することびあります。 


その他 











その他 
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その他 


31 



長年ご使用のボイスモニタリングレシー/ の点検を! 


愛情点巧 


口 


このよラな症げはありませんか 


- AC アダプターが 異常に熱くなる。 

- AC アダプターに さけめやひび割れがある。 
-電源が入ったり切れたりずる。 

-本体か6異常な音、熱、臭いびずる。 



ご使用中止 


故障や事故防止のため、ずぐに電源を切り、 AC アダプター 
をコンセントか日巧を、必ず販売店にご相談ください。 
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